かがくけんきゅうのすすめかた
しらべたいことを　きめよう
1 もんだいを　みつけよう。
[image: image1.wmf]●　ひごろから「なぜだろう」「ふしぎだな」「どうなっているのかな」と　おもっている
ことを　メモしておこう。
2 もんだいを　とらえよう。
●　どこが　もんだいなのか，なにが　ふしぎなのか，
なにが　わかっていないのか　はっきりさせよう。

3 かいけつの　みとおしをもとう。

●　けんきゅうのために　およそどれくらいの

ひにちが　かかるか，ざいりょうや　じっけんどうぐのじゅんびは　できるか，
あんぜんに　やることができるか，てにいれやすいか， はなしを　きくところがあるか
など，まえもって　かんがえてみよう。

けいかくをたてよう

1 なにを　どうしらべるか　はっきりさせよう。

●　いろ・かたち・おおきさ・かたさ・てざわり・おと・においなど　しらべることを　

きめて　かんさつしてみよう。

●　にているところ，ちがうところを　はっきりさせてみよう。

●　かずや　りょうを　くらべてみよう。

●　じかんや　ようすの　かわりかたを　くらべてみよう。

●　それぞれの　かかわりを　はっきりさせよう。
2 やりかたを　たしかめて　かんがえよう。
●　やりかたが　いいかどうか　たしかめよう。

●　ほんや　しりょうなどから　じょうほうを　あつめよう。

3 かがくけんきゅうの　よそうを　たてよう。

●　これまでの　よそうや　かんがえを　かくにんしよう。

4 けいかくを　たてよう。

· じっけんのじゅんばん，ひにち，きろくのしかたなど　じゅんばんを　かんがえよう。
けんきゅうをしよう
①　きろくを　あつめよう。
〈かんさつのばあい〉ただしく　きろくを　あつめよう。

· いろ，かたち，おおきさ，おもさ，においなど　ポイントを　きめて　かんさつしよう。

●　ぜんたいから　ぶぶんへと　かんさつしよう。

●　ひとつの　ばしょで　つづけてかんさつしたり，いくつかの　ばしょを　じゅんばんに　かんさつしたりしてくらべよう。

●　いくつかのことを　くらべるときは，じゅんばんを　つけたり，きじゅんを　つくって　くらべたりするなど　かずやりょうに　あらわしてかんさつしよう。

●　ていねいに　くわしく　スケッチしよう。

（たいせつなところを　しっかりと　きろくしよう）

〈じっけんのばあい〉じょうけんを　かえて，きろくをあつめよう。

●　どんな　じょうけんで　なにを　しらべるのか　はっきりさせよう。

●　じょうけんを　できるだけ　おなじにした　じっけんを　して　くらべよう。

●　めもりを　ただしく　よみとろう。（ただしいたんいを　つかおう。）
· おなじじょうけんで　なんども　きろくを　とる，ちょうさの　かいすうを　ふやす　などして，
けっかが　よりたしかになるようにしよう。

②　きろくを　せいりしよう。

●　もじやきごう，かずやたんい，じゅんばんなどが　よくわかるように　せいりしよう。

●　にているところや　ちがうところが　くらべやすいように　せいりしよう。

●　グラフにするなどして，かんけいが　よくわかるように　せいりしよう。

●　ひょうやグラフで　ちがいや　かわりかたが　よくわかるようにしよう。

●　わからないことが　できたら，さらにしりょうや　きろくを　あつめよう。
③　きろくを　まとめよう。

●　にているところや　ちがうところ，かんけい，ぜんたいと　ぶぶんの　かわりかたを　　みるなどして，きろくを　つなげて　かんがえよう。

●　えられたきろくから　かんがえられることを　すべてかこう。また，それを　ずや　え，もけいなどに　してみよう。

●　よそうと　けっかがあっているか，あっていないかを　あきらかにしよう。

●　かんがえられることを　せいりし，あたらしいよそうや　かんがえ・ぎもんを　もとう。

[image: image2.wmf]けんきゅうをまとめよう

〈けんきゅうレポートを　かくときのポイント〉

	1 じじつと　じぶんのかんがえを　わけてかく。

2 りゆうを　しめして　まとめる。

3 ずやひょうを　つかって　かく。

4 ひとつのぶんを　みじかくする。

5 ただしく，けんきゅうの　ながれが　よくわかるように　かく。

6 A4サイズでまとめる。


〈けんきゅうレポートの　れい〉

	だいめい（しらべたいこと）
　　　●　だいめい（しらべたいこと）をみただけで，なにをけんきゅうしているかわかるもの

１　けんきゅうの　もくてき
●　なぜ，これを　けんきゅうしようと　おもったのか。
●　これから　どのようなことについて　あきらかにしようとかんがえているのか。
●　けんきゅうするにあたって　まえもって　しらべたことや，ほんや　しりょうの　きろくなど

２　けんきゅうのけいかく・ほうほう
●　なにをつかって　どのようなことを　しらべるのか，どのようなほうほうで
しらべるのか。
●　よそうやかんがえ，じっけんほうほうの　けいかくなど

●　じっけんや　かんさつが　またできるように　くわしくかく。
３　けんきゅうのけっか
●　かんさつ・じっけん・そくていなどのけっかを，じゅんじょよく　かく。
●　きろくや　じじつに　もとづいて　ただしく　かく。
４　こうさつ
●　きろくを　えらぶ。
●　きろくについて，りゆうなどを　かんがえる。
●　わかったことを　まとめ，あたらしいぎもんを　みつける。
[image: image3.wmf]５　けつろん
●　けんきゅうをしてみて，はっきりいえることだけを　かく。
●　これからの　かだいや　ぎもんなどについても　かく。
６　はんせい・かんそう

●　けんきゅうをして　きづいたこと，
かんそうなどを　かく。
７　さんこうぶんけん
●　ほんのなまえ・さくしゃ・しゅっぱんしゃ

●　Webサイト・アドレス
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